
あさお希望のシナリオ実行委員会
設立までの経過（2020.1〜2022.3）

あさお希望のシナリオプロジェクト



これからのコミュニティ施策の
基本的考え方
平成31年3月策定

01 あさお希望のシナリオPJが目指すもの

平成31年3⽉に川崎市市⺠⽂化局により策
定された「これからのコミュニティ施策の
基本的考え方」に基づき、様々な活動を
行っている人や団体を区域レベルでつなぐ
場となるソーシャルデザインセンターの創
出や、地域レベルでの「まちのひろば」の
支援・創出に向けた取組を進めています。

地域における助け合いの仕組みづくりや
つながりづくりについては、地ケアビジョ
ンに掲げる方向性は同じであり、コミュニ
ティ施策の観点から支え、相互補完的に充
実させるものです。
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01 あさお希望のシナリオPJが目指すもの

地域レベル（小学校区エリアなど） 区域レベル（行政区エリア）

身近な地域の中で様々な活動やつながりづくりを進める地域レベルの「まちのひろば」に対して、
区域レベルの「ソーシャルデザインセンター」は、市⺠創発型の多様な主体の連携により、区域全
体をカバーするテーマ包括的なプラットフォームです。

相談・コーディネート・マッチング・
場づくり支援・助言・広報支援 など



01 あさお希望のシナリオPJが目指すもの

令和2年1月
PJ立上げ

10年後の麻生区の理想の姿を想像して、
上記のキャッチフレーズを決定しました。
誰もが何かしらのつながりを持ち、一

人一人が輝いている、そして愛着を持て
るまちであるように、そんな願いが込め
られています。



R2.1〜R3.4
02 目標を達成するために必要な機能の検討 STEP１

コロナ禍のため何度か中断を
挟みつつも、オンラインを併用
してワークショップ形式で意見
交換を行いながら検討を進めま
した。

理想を実現するためには、こ
の3つが必要ということが見え
てきました。

メンバーの中には、既に
地域活動をされている方も
いますが、そうでない方も
いるため、まずは地域を知
るために「まちのひろば視
察」を行いました。

・新たな参加を巻き込む
・効果的な情報発信
・つながり
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02 目標を達成するために必要な機能の検討
R2.1〜R3.4
STEP１

まちのひろば視察などを通して、理想を実現するための手段として麻生区にSDCを設立する場合には、次の
8つの機能が考えられるのではないかという結論に達しました。



情報収集･提供
機能

既存団体間
ネットワーク構築

機能
コーディネート・
マッチング機能

グループ１

新たな参加
を促す機能

グループ２

R3.5〜R4.3
03 機能の具体化の検討 STEP 2

8つの機能を具体化したプロジェクトを検討するため、グループを2つに分けました。
グループ1では、優先的に検討すべきという意見が多かった3つの機能について検討しました。
グループ2では、まちのひろば視察を通して見えてきた担い手不足・後継者不足という課題に対して、新たな

参加を増やしていくこと、市⺠活動のすそ野を広げていくことが今後のコミュニティを考える上で⾮常に重要で
あることから、新たな参加を促す機能について検討を行いました。



R3.5〜R4.3
03 機能の具体化の検討 STEP 2

2つのグループで検討したプロジェクトのうち、次の5つのプロジェクトを実施することとしました。

地域活動の現
状・ニーズにつ
いて、地域活動
団体や中間支援
組織などを対象
にした実態把握
（ヒアリング）

コーディネート
事例をヒアリン
グする

SDCの“タマゴ”
として専用車で
現場に出かけて
いき、区⺠の声
に耳を傾けて
コーディネー
ト・マッチング
機能を実践

SDC-Carプロジェ
クト

実行委員会の活
動などを、
WEBやSNS
（Facebook・公
式LINE）を通
じて幅広く周知

WEB&SNS

WEB＆SNSと
連携した効果的
な紙媒体での情
報発信

ハロープロジェ
クト（紙媒体）

地域活動団体に
日ごろの活動の
発表の場を提供
するとともに、
区⺠が地域に興
味を持つきっか
けとなるような
イベントを実施

まちのひろば祭
り I ASAO

コーディネート・マッチング機能 情報収集・提供機能 新たな参加を
促す機能



STEP3STEP2

SDCモデル実施に向けた土台づくり モデル実施

04 プロジェクトの目的と期待される効果

５PJの
実施

それぞれの
成果と課題
を可視化

麻生区SDC
の在り方
検討

SDC
モデル
実施

麻生区
SDC

STEP4

SDC設立

ＳＤＣにできることは
何かが見えてくる

他団体との関係づくりや新たな
担い手が増える他、副次的効果
としてメンバーの一体感もUP！


